
東京オフ会講演

- ものすごいことが起こっている -

講師 太⽥ 述正
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中国の⽬的は何？

Ⅰ．アジア復権 Part I
⼤東亜戦争 ⽇本は実質的勝者
属国⽇本 最⼤の地政学的リスク

Ⅱ．⽇本⽂明と天皇
⽇本⽂明の⾄上性・普遍性と現状
天皇の役割 ⽇本⽂明の普遍性を維持
天皇の思い 独⽴・再軍備

Ⅲ．アジア復権 Part II
アジア復権 １９世紀以降世界史の最⼤エポック
⽑沢東以降の⽇本を師とする戦略

参考
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中国の⽬的は何？

南シナ海実効⽀配強化

（参考）
THAAD韓国配備

無理筋のクレーム
無理筋の経済ボイコット

北朝鮮核武装 ⾸都近接にも関わらず
積極的な協⼒

尖閣諸島国有化

強⼒な⾃衛隊 &
安保適⽤宣⾔

無理筋のクレーム

海警や軍による攻勢という無謀

官製報道機関「⼈⺠網」等
による⼤量⽇本賛美記事
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Ⅰ．アジア復権 Part I
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対ソ（露）抑
⽌

欧⽶植⺠⽀配から
の独⽴実現

アジア解放ブロック経済
打破

《⼤東亜戦争の⽬的》

戦後、⽇本が望んでいたことがすべて実現

⾃由市場発展ソ連崩壊
冷戦勝利

⼤東亜戦争 ⽇本は実質的勝者
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最⼤リスク

属国⽇本 最⼤の地政学的リスク

中国

⽇本

⽶国

有⾊⼈種差別

有⾊⼈種差別

有形無形の⼲渉

嫌悪

⽶国が⼀番④属国状態継続

① 対ソ（露）抑⽌を
⽶国に押し付ける為

に属国化を選択
② ほぼ単独での

冷戦遂⾏
③ 対ソ（露）戦

勝利

回避努⼒事態を悪化させるだけの
⽶国の⼲渉を避けたい

単独では⼼許ない
「師」⽇本の協⼒が必要

その頼みの⽇本が属国に⽢
んじたままで「師」資格も
失いつつある

（参考）
⽶独両ファシスト国家が

第⼆次世界⼤戦と戦後において惹起
した直接・間接死者数⽐較（粗推計）

⽶国
6,000万⼈

ナチスドイツ
4,600万⼈

※ ⽶国数字には、それまでの、アメリカ原
住⺠やメキシコ⼈等、また、南北戦争等
における死者数、を含まず

※ ⽶国数字は対テロ戦争等で現在も増加中
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Ⅱ．⽇本⽂明と天皇
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⽇本⽂明の⾄上性・普遍性と現状
⽇本⽂明の⾄上性 ⽇本⽂明の普遍性 ⽇本⽂明の現状

⼈間主義

武⼠道精神
（弥⽣性）

並存

「⼈間主義的⾮⼈間主義」である
武⼠道と並存することで

普遍性を確保

⼈間主義

武⼠道精神

属国状態の⻑期化により
滅亡の危機

⽇本⽂明滅亡の危機

武⼠道なしの⼈間
主義社会は必然的
に滅亡する

⼈間（じんかん)
主義（縄⽂性）

⼈が本来持っている⼈間性を
根幹としている

⼈間（じんかん）主義について

ヒュームの
⼈性的社会

⼈間（じんかん）主義社会

⼈間
主義

情けは⼈のためならず

エコ志向
＝

マルクスの
原始共産制

社会
＝ 狩猟採集

社会≒

ここでいう、⼈間（じんかん）は和辻哲郎「⼈間の学としての倫理学」等を
参考にしている
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天皇の役割 ⽇本⽂明の普遍性を維持

武⼠道

⼈間主義

武⼠道

⼈間主義

⽇本⽂明は常に武⼠道精神が潜在化しようとする

内⽣的・外⽣的危機に直⾯すると武⼠道精神が顕在化

⼈間主義

武⼠道精神の存在が⽇本⽂明の普遍性を担保

天皇

庶⺠

仁政（⼈間主義的統治）
庶⺠が望む所に
為政者が応える

天皇の存在
モード転換者もしくは

モード転換促進者たる天皇

過去のモード転換事例

縄⽂モード 弥⽣モード

✖

問
題
提
起
︵
モ

ド
転
換
促
進
︶

武⼠道 武⼠道
為政者 為政者為政者が

応じる

⼈間主義

天皇

問
題
提
起
︵
モ

ド
転
換
︶

庶⺠

拡⼤
弥⽣時代

第⼀次
縄⽂モード

（平安）

第⼀次
弥⽣モード

（鎌倉・室町・
安⼟桃⼭）

第⼆次
縄⽂モード

（江⼾）

第⼆次
弥⽣モード

（明治・⼤正）

第三次
縄⽂モード

（昭和）

孝明天皇
不平等条約
への怒り

庶⺠
ええじゃ
ないか

幕府
⼤政奉還

富国
強兵

第⼆次
縄⽂モード

第⼆次
弥⽣モード

第⼆次縄⽂モードから第⼆次弥⽣モードへの転換時 弥⽣モード
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⽇本⽂明の特徴
⽇本の歴史は武⼠道精神が

主となったり従となったりのモード転換の繰り返し

主従転換の仕組み

この仕組みを⽀える２要素



天皇の思い 独⽴・再軍備

属国⻑期化による政治家・官僚の堕落

排⽇移⺠法

済南
事件

張作霖
爆殺
事件

満州
事変

上海
事件

⽇中
戦争

（省略）

(今上天皇の⼤東亜戦争観)
⼤東亜戦争は

中国国⺠党が始めた

「加州移⺠拒否の如きは⽇本国⺠を憤慨させる
に充分なものである（中略）かかる国⺠的憤慨
を背景として⼀度、軍が⽴ち上がつた時に之を
抑へることは容易な業ではない」（『昭和天皇
独⽩録』）

「済南事件、張作霖爆殺事件、満州事変、上
海事件、そして、昭和12年から20年まで継続
する戦争がありました」（今上天皇、70歳の
誕⽣⽇前のインタビュー）

(昭和天皇の⼤東亜戦争観)
⼤東亜戦争の遠因は

⽶国が作った

吉
⽥
ド
ク
ト
リ
ン

両陛下
靖国参拝停⽌

両陛下⾃衛隊
公式訪問なし

今上天皇
⽇本側被害箇所限定

慰霊の旅

今上天皇
譲位発意

国⺠に問題提起
à 武⼠道精神を回
復・顕在化させる

独⽴・再軍備

武⼠道精神を
毀損

内閣が参拝停⽌
したため

国軍でない
から

正戦被害者鎮
魂の旅だから

⽇本⽂明滅亡

【今、選択の時】
現在、属国⻑期化により⽇本⽂明滅亡
の危機。武⼠道精神回復・顕在化を避
け続ける為政者⾃⺠党は国賊・逆⾂。
両陛下は国⺠に対して問題提起し続け
てきた!!

⼤
東
亜
戦
争

対ソ（露）抑⽌のための時代
属国の時代

冷戦勝利
by ⽶国

対露百年戦争
勝利（ソ連崩壊）

10Ⅱ．⽇本⽂明と天皇



Ⅲ．アジア復権 Part II
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⼈間主義も⼈間主義
的⾮⼈間主義も弱体
王朝交代の形での

超⻑期内乱

⼈間主義のみ
社会を⽬指し失敗
統⼀できないまま

⽐較的平和に
発展

欧⽶の
半植⺠地化

英国の
植⺠地化

独⽴維持

中国

インド

⽇本

⽇本⽂明継受
⇨ 全球的覇権国家へ

模索中

⽶国
属国化

⽇本⽂明
滅亡危機

⽇
本
が
救
出

反
撃

昔、世界の中⼼
はアジアだった

気づくと世界の中
⼼は欧⽶に

今、世界の中⼼は
再びアジアへ

アジア復権 19世紀以降世界史の最⼤エポック

⽇本から中国へ主役交代
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•単独での⽶国対
峙は⼼許ない
•「師」⽇本の救
出が必要

阿Q精神
⼈⺠を

⼈間主義者へ
回⼼させる

⽇本⽂明継受戦略

⽑沢東以降の⽇本を師とする戦略
歴史から学んだ反省点

阿Q精神
（⾮⼈間主義精神）

⽂官優位
（武⼒⾏使が下⼿）

超⻑期内乱

⼈間主義

普遍性確保＆独⽴維持

⽇本の成功事例

武⼠道並存

内政戦略

⼤情宣活動（⼤量⽇本賛美記事）を実施

⽂官
優位

⼈⺠解放軍
（⼈間主義的⾮⼈間主義）導⼊

党軍事委主席（征夷⼤将軍）
国軍とせず党軍（幕府軍）

武⼠化
※理想像は雷鋒

⽇本の「独⽴／再軍備」外政戦略

尖閣・南シナ海等
軍事攻勢

北朝鮮
核武装協⼒

⽇本の
覚醒を促す

↓
独⽴・
再軍備
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朝鮮半島問題を考える際の
もう⼀つのファクター

朝鮮半島丸ごと
再併合戦略

南北朝鮮、どちらも⾃
⽴能⼒なしと判断

「中国の⼀部だった」
発⾔

朝鮮半島は歴史的にずっと中国の⼀部

韓国の
対⽇姿勢

北朝鮮の
対⽶姿勢

公然化
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